
令和７年度学校評価アンケート 分析・対応等    （R7.10.21 現在） 

 

  回答数：在籍７５人うち６７名（89.3％）、運営協議会委員４人（PTA 役員除く）

の回答が得られた。                            【R6:106％ R5:71% R4:78%】 

  ※今年度は保護者には保護者向け連絡システム『すぐーる』のアンケート機能を使

用し、学校運営協議会委員には紙面にて実施した。 

 

１．「[5]わからない」の回答率が高い項目 

 ＊回答が 20％を超えた質問項目（６項目）     【R6:４項目 R5:4 項目】 

  「21 働き方改革への努力」     「25 体罰の防止への努力」 

  「26 いじめや差別への厳しい対応」 「28 進路指導における関係諸機関との連携」   

「33 センター的機能の役割遂行」    「37 「学校預り金」のわかりやすい提示」 

 ＊昨年より 10%以上増加した項目 「21 働き方…」   【R7:23.9%←R6:13.9%】 

  ＊今年度新たに 20％を超えた項目 「37 学校預り金…」【R7:23.9％←R6:16.5％】 

分 析 

 ・これらの項目（26,28,33）については秘匿性、個別性が高く、関係当事者でないと見え

にくい項目であると考えられる。また、職員の服務や学校間、関係諸機関との動きについ

ては児童生徒と直接関係しない領域のため、特に保護者からは見えにくいと思われる。 

例えば、進路の関係諸機関との連携については、通常小中学部は極めて少なく、高等部

の卒業学年になると本格的に行われる。また、センター的機能は地域における校外支援や

困難事案のケース検討が主となるので、直接当校の児童生徒や家庭に関わることは極少な

くわかりにくいと思われる。  

・逆に職員と保護者との関わりの中で見ていただけるところでは「わからない」の回答率

の減少が見られる。 

 「18 教育への熱心な取り組み」 「19 社会常識」 「20 児童生徒の実態把握」  

・また、学校預り金については、今年度より振込手数料がかかるようになり、例年に無い

変更があったため、よりわかりにくさがあったのではないかと思われる。 

・印刷物やホームページ等を活用した保護者等への周知の工夫が必要と思われる。 

対 応 

・学校の活動の発信・紹介として、ホームページ、すぐーる、紙面等でわかりやすい情報

提供を今後も続けて行っていく。 

 

２．「[3]あまりあてはまらない」「[４]まったくあてはまらない」の回答率が高い項目 

＊[1][2]を合わせた回答率が 10％以上減少し、[3][4]を合わせた回答率が多かった項目 

  「8 自己評価の周知」【[1][2] R7:71.6％←R6:82.3％】【[3][4] R7:10.5%】 



分 析 

  ・ホームページで紹介しているが周知が及ばなかった。 

対 応 

 ・ホームページ上で掲載するとともに、すぐーるにてお知らせする 

 

３．「[1]よくあてはまる」「[2]ややあてはまる」の回答率が高い項目 

＊[1][2]を合わせた肯定的回答率で 90％以上が 16 項目(R6:18 R5:24 R4:8 項目)、 

80％以上が 30 項目(R6:33 R5:34 R4:33 項目)と、昨年度とほぼ変わらない。 

＊全体の R7 79％ (R6 86% R5:85% R4:82.5％）の項目で肯定的な評価を得ている。 

＊昨年より５％以上増加した項目 「11 進路情報提供」 【R7:92.5%←R6:86.1%】 

分 析 

 ・進路情報の提供については、PTA 総会の折に進路に関わる情報を詳しく伝達する機会

を設けたことや、年間を通して定期的に進路通信を発行したことによる成果と見受けられ

る。進路通信は、小中学部向けと全体向けの２種類を発行し、国の新たな制度についての

説明や、当校の進路に関わる取組の紹介、学齢期に応じたキャリア情報の提供を行うなど

の工夫があった。 

対 応 

・今後も引き続き、教員の研修、自己研鑽・授業スキルの向上等を目指し、組織的に、

また個々人でも行っていきたい。 

 ・保護者との連携を大切にし、連絡ノートや電話、懇談、適時対応等による丁寧な対応 

や情報共有・情報交換を継続していく。 

 

４．その他 

 ＊今年度から保護者へは『すぐーる』のアンケート機能を利用して実施し、紙面回答を  

無くした。また昨年度まで行っていた追加調査は行わず、同じく『すぐーる』にて２ 

回促しを行った。結果、トータルの回答率は低下した。しかし回答の重複を避けるこ 

とができ、ウエブ上の回答率は高くなった。  

回  答  者：R7:67/75 人   R6:78/68 人   R5:52/73 人    R4:57/73 人    

回  答  率：R7:89.3％   R6:106%      R5:71%       R4:78% 

すぐーる ：R7:67 人 

フォームズ：              R6:60 人     R5:39 人      R4:42 人 

紙       ：R7:0 人      R6:18 人      R5:13 人      R4:15 人  

＊「[4]まったくあてはらない」の回答が 10 項目で見られた。 


